
Ⅰ．はじめに

　筆者らはスギ林内雨圏の表層土壌の化学性について施

業，林齢等との関係から検討を行っている。先に９２年生

及び３４年生スギ林を調査し，立木本数の違いにより堆積

有機物の量は異なり，表層土壌の pH及び交換性Ca含

有率は林齢の増加とともに高くなる傾向があることを報

告した（3）。

　本試験では隣接した植栽本数が１００００本 /ha，３５００本

/ha と異なる３９年生スギ林分を対象に堆積有機物の量，

表層土壌の酸性度及び交換性塩基に及ぼす植栽本数の影

響を調査したので，その概要を報告する。

Ⅱ．調査地の概要及び調査方法

　調査地は北諸県郡三股町内の３９年生スギ林で，標高は

４５０～４８０m，斜面方位はＳ～ＳＷ，傾斜度は１２～２２度，

土壌型はＢＤ（ｄ）であった。調査区は各林分に２０m×

１５mの大きさの方形区をそれぞれ２箇所ずつ設けた（以

後１００００本 /ha 植栽区をＡ１，A２区，３５００本 /ha 植栽区

をＢ１，Ｂ２区と呼ぶ）。１００００本植栽区はこれまで６回，

３５００本植栽区は３回の除・間伐を行っており，現在の立

木密度はあまり差がなかった。 下層植生は両林分ともア

オキが優占し，その他コアカソ，イヌガヤ，ハナイカダ，

ヤブムラサキ，ヤマグワ，ヒサカキなどが散生していた。

なお，各調査区の概要は表－１のとおりであった。

　堆積有機物の調査はそれぞれ５箇所について行った。

採取方法は５０cm×５０cmの方形枠を用い，その枠内の有

機物を採取した。採取した有機物はスギとスギ以外に分

け，さらに，スギについては枝と枝以外に分け，乾燥重

量を測定した。

　供試土壌の採取は有機物調査を行った箇所で，表層か

ら０～１０，１０～２０，２０～３０cmの部位から採取し，乾燥

後，その一部を分析用試料とした。土壌 pH（H２O）はガ

ラス電極法，交換性塩基は１Ｎ酢酸アンモニウム溶液で

抽出後，原子吸光法で測定した（2）。

Ⅲ．結果と考察

　（１）堆積有機物量

　各調査区の１㎡当たりの有機物重量の平均値を図－１

に示した。全有機物中に占めるスギ以外の有機物の割合

は０．５８～０．８７%と小さかった。１㎡当たりの重量は１．１９

～１．７４Kgで，Ｂ２区が最も多かった。ただ，Ｂ２区の

枝の重量は他区に比べ１．９～２．７倍と多かったが，枝以外

の重量については各区に差はみられなかった。つまり，

本試験では植栽本数，除・間伐回数が異なるにも関わら

ず，枝以外の堆積有機物重に差がみられなかった。これ

は，両林分とも最後の間伐から７年が経過し，本数密度

もほぼ同様に推移したことから，その間のリターフォー

ル量に差がなく，また，有機物分解速度と密接に関係す

るとされる温度，水分条件，地形（6）もほぼ同じで，そ

の分解速度は変わらないと予想されることから，堆積有

機物量に差が生じなかったものと思われる。

　（２）土壌 pH（H２O）

　各調査区の部位別土壌 pHの平均値は表－２のとおり

であった。Ａ１，Ａ２ ，Ｂ１及びＢ２区の pH値はそれ

ぞれ５．９２～６．２７，６．１５～６．３９，５．６３～５．８２，５．５９～５．８２

となり，１００００本植栽区が３５００本植栽区に比べ，どの部

位でも高かった。さらに，Ａ１，Ａ２区の２０～３０cm部位

の値はＢ１，Ｂ２区の０～１０cm部位より高かった。相澤

は pH（H２O）は交換性Caが多くなれば高くなる傾向が

みられる（1）としている。除・間伐回数の多い１００００本植

栽区では，除・間伐時にカルシウム含有率の高いスギ葉

（4）が多く供給，堆積されたため，pH値が高くなったと

も考えられるが，その原因は明らかではなかった。

　（３）交換性塩基

  交換性カルシウム及びマグネシウムの含量を図－２，３
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に示した。交換性カルシウム含量は３部位ともＡ２区≒

Ａ１区＞Ｂ２区＞Ｂ１区の順になり，１００００本植栽区で

高かった。また，部位別でも１００００本区は２０～３０cm部位

で１０meq/１００g前後と高かった。また，交換性マグネシ

ウム含有率もカルシウム含量とほぼ同様の傾向がみられ

た。各区の枝を除く堆積有機物重に差はみられなかった

が，リターの供給量は林冠が閉鎖するまで増加し，閉鎖

後は安定した状態となると予想される（5）こと，除・間

伐回数の多い１００００本植栽区では伐採時にかなりの枝葉

が林地に供給されることなどから，カルシウム，マグネ

シウム含有率の高いスギ枝葉の堆積，分解が進み，表層

土壌にこれらの塩基が蓄積されたものと推定される。

　以上のことから，植栽本数が１００００本，３５００本 /ha で

除・間伐回数の異なる３９年生スギ林の表層土壌の化学性

について調査した結果，１００００本/ha植栽区の除・間伐回

数の多い林分で土壌 pH，交換性カルシウム及びマグネ

シウム含量が高いことがわかった。
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表－１　各調査区の概要

 胸高直径  樹　高　　　　立木本数　　傾斜度　　標高　方位区

２４．１±２．５㎝ １６．６±０．７ｍ１０６０本 /ha１３°４５０mSWＡ１

２４．５±３．３１７．２±１．０１１３０２２４６０ SWＡ２

２５．２±４．１１５．９±１．２１１００１２４７０S　Ｂ１

２５．９±５．２１５．８±１．１９７０１８ ４８０ SW Ｂ２

表－２  各調査区の部位別 pH(H2O)

２０～３０㎝１０～２０㎝０～１０㎝区

５．９２±０．３９６．０１±０．３４６．２７±０．３５Ａ１

６．１５±０．２１６．３１±０．１５６．３９±０．０７Ａ２

５．６３±０．２３５．７２±０．２４５．８２±０．２１Ｂ１

５．５９±０．１２５．７２±０．１７５．８１±０．１７Ｂ２


